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い、。　伝熱固懸左数伊欝に解こうとする場合、熱鴬数が与変ら：れねばならな

い・このうち、〕三面酌温言褻化左伴わない定當蚊：態に回してぱ、物俸肉潟．度
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の熱伝群薄，従真黒び比重量盆組合建たもの姪、その工彰工の，単位は：竣の畑

《で・あう。

　　　　　　熱伝暴率：

　　　　　　比　　黙　1

　　　　　　比璽量：：
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